
平成３１年２月１４日 

都市局まちづくり推進課 

 
「多様性」と「イノベーション」を創出する「都市」のあり方を検討します 

～東京五輪、大阪万博などを見据え、産官学の懇談会で今後の都市再生のあり方を検討～ 
 

国土交通省では、女性の活躍やスタートアップの拡大など都市経済・社会の「多様性」
の促進や、これら多様性の集積・交流を通じた「イノベーション」の創出など、付加価値
を創出する「都市」のあり方について検討するため、産官学の関係者からなる「都市の多
様性とイノベーションの創出に関する懇談会」（座長：浅見泰司東京大学大学院工学系研
究科教授）を設置し、２月１９日(火)に初会合を開催します。 

 
【本懇談会設置の趣旨】（※別紙１参照） 

○ 人口減少社会において経済成長を持続するには、生産年齢人口の減少を上回る生産性向
上が必要です。 

○ 一方、女性・高齢者等の就業拡大による働き手の多様性や、スタートアップの拡大等に
よる企業構成、働き方の多様性など、都市経済・社会には「多様性」の兆候がみられ、こ
れら多様性の集積・交流を通じた「イノベーション」の創出を「生産性向上」につなげる
ことが求められています。 

○ バックグラウンドの異なる多様な主体が、交じり合い、イノベーションの源泉となり、
付加価値を創出するためには、「偶然の出会い」や「リアルな繋がり」をはじめ、「都市空
間」にはどのような機能が必要か、そのためにはどのような取組が必要かについて、産官
学の関係者による議論を開始します。 

 
 
１．日時 平成31年２月19日（火）８：30～11：00 

 ２．場所 中央合同庁舎３号館６階 都市局局議室（東京都千代田区霞が関2-1-3） 

 ３．議題（予定） 
   ・「都市再生」の進展とイノベーションを創出する都市への今後の課題 

・委員によるプレゼンテーション 等 

 ４．委員 別紙２のとおり 
※上記委員のほか、各界から幅広く有識者をお招きし、ヒアリングする予定としております。 

 ５．その他 
・懇談会は非公開にて行いますが、報道関係者に限り、冒頭（都市局長より挨拶）
のみカメラ撮り可能です。 

・カメラ撮りご希望の方は、当日8:15までに、名刺をご持参の上、会場までお越し
ください。 

・懇談会資料及び議事概要は、会合終了後、国土交通省ホームページに掲載します。 

 
【問い合わせ先】 

都市局まちづくり推進課 松田、櫻井 

電話 03-5253-8111（内線 30-612,32-545）、03-5253-8406（直通） FAX 03-5253-1589 



社会経済における「多様性」の例
働き手の多様化：

女性就労率 約50％(2017)
高齢者就労率 約45％(2017)
(65～69歳)

消費の多様化：

訪日外国人旅行者による消費額
4.5兆円(2018)

企業構成の多様化：
国内VC※等によるﾍﾞﾝﾁｬｰ企業投資額

5年で2.7倍(2012→17)

※ベンチャーキャピタル企業

働き方の多様化：
都内のコワーキング・スペース

累計６万㎡以上(2018)
フリーランスによる経済規模

20.1兆円(2018)

本懇談会の設置の趣旨

まち・エリア全体の価値を高める
「オペレーションシステム」

（エリアマネジメント、リノベーションまちづくり等）

“偶然の出会い”を生む「都市空間」
（カフェ、ストリート、広場、公園、水辺等）

“リアルな繋がり”を育む
「コミュニティ」×「場（プレイス）」

（コミュニティマネジャー、インキュベーション・コワーキン
グスペース等）

全要素生産性を
1.3％まで引き上げる必要

○人口減少社会において経済成長を持続するには、生産年齢人口の減少を上回る生産性向上が必要。
○一方、働き手や企業構成など社会経済には「多様性」の兆候がみられ、これら多様性の集積・交流を通じた
「イノベーション」の創出を「生産性向上」につなげられれば、一定の経済成長は可能。
○その際、「偶然の出会い」や「リアルな繋がり」をはじめ、都市空間にはどのような機能が必要か。
また、そのためにはどのような取組が必要か。
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「多様性」と「イノベーション」を通じた付加価値創出により、生産性の向上につなげられないか。
そのために都市が果たす役割は何か。

潜在成長率 ＝ 労働投入量 ＋ 資本投入量 ＋ 全要素生産性

1.9％
(内閣府による成長シナリオ)

1.3％
1.9％の潜在成長率を達成するには

0.4％

1.0％

(出典)「中長期の経済財政に関する試算(平成31年経済財政諮問会議資料)」，「月例経済報告(内閣府)」を基に国土交通省都市局作成

別紙１



別紙２ 

 

都市の多様性とイノベーションの創出に関する懇談会 委員名簿 

 

【コア委員】 

◎ 浅見泰司 東京大学大学院工学系研究科 教授 

○ 馬場正尊 東北芸術工科大学デザイン工学部建築・環境デザイン学科 教授 

秋田典子 千葉大学大学院園芸学研究科 准教授 

姥浦道生 東北大学大学院工学研究科 准教授 

金森亮 名古屋大学未来社会創造機構 特任准教授 

三浦詩乃 横浜国立大学大学院都市イノベーション研究院 助教 

 

※コア委員の他、各回のテーマに応じてゲスト委員を招聘する。 

 

【オブザーバー】 

東京都都市整備局技監 上野雄一 

大阪市都市計画局長 高橋徹 

名古屋市住宅都市局長 光安達也 

（一社）日本経済団体連合会産業政策本部長 上田正尚 

（一社）不動産協会 副理事長専務理事  内田要 

（独）都市再生機構 都市再生部事業戦略室長 河合智明 

 

【関係省庁】 

内閣府地方創生推進事務局 

国土交通省総合政策局公共交通政策部 

土地・建設産業局 

住宅局 

鉄道局 

 

【事務局】 

 国土交通省都市局 


